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【技術の概要】 

本技術は、梁フランジを通しダイアフラムで接

続し、ウェブは柱梁接合部を貫通しない形状とし、

かつ、ふさぎ板が設けられている RC 柱と S 梁の

混合構造を対象としている。フランジからの曲げ

は通しダイアフラムにより伝達され、ウェブから

のせん断はふさぎ板により伝達される。また、ふ

さぎ板は柱梁接合部コンクリートに対する横拘

束力および支圧力を高め、設計で要求される柱 RC

梁 S接合部の終局耐力を確保する。 

 

【技術開発の趣旨】 

本技術は、工期および施工費用の制約条件の下、

設計で要求される構造性能の確保が可能な RC 造

柱、S 造梁からなる混合構造建築物の実現を意図

して開発されたものである。 

 

【性能証明の内容】 

本技術についての性能証明の内容は、以下の通

りである。 

申込者が提案する「戸田式柱 RC 梁 S 接合工法

Ⅱ（TO-RCS工法Ⅱ） 設計施工指針」に従って設

計・施工された柱 RC 梁 S 接合部は、同指針で定

める長期荷重時、短期荷重時、および終局時の必

要性能を有する。 

 

 

 

 

 

図-1 戸田式柱 RC梁 S接合工法Ⅱ概要 

 

(a) 一方向の梁段差   (b) 両方向の梁段差 

図-2 梁段差を有する柱梁接合部 

 

図-3 梁偏心を有する柱梁接合部 
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